
経験や年齢は問いません！まずはご連絡ください

協力会員歴 2年
山本 和子さん

問い合わせ　こども家庭課
☎24・8073

協力・依頼会員やファミサポ
の制度など、詳しくはこちら▼

　私は産前・産後サポートを中心に活動しています。掃除や洗濯など
家でやっていることと同じなので、初めてでも特に不安はありません
でした。
　出産前に関わっていたお母さんから、出産後しばらくして「こんなに
大きくなりました！」と連絡をいただけた時はうれしかったですね。
　自分のできる範囲で困っている人をサポートすることで喜んでもら
えて、とてもやりがいを感じています。

ファミサポ
協力会員募集
あなたの手助けを待っている人がいます

　こまつファミリー・サポート・センター（ファミサポ）では、地域で安心
して子育てができるように「子育てを手伝ってほしい人（依頼会員）」と「子
育ての手伝いができる人（協力会員）」の橋渡しをしています。
　コロナ禍で里帰り出産ができない、祖父母と離れて暮らしているなど、
手助けを必要としている人がたくさんいます。
　空いている時間に、できることで、子育てに奮闘するお父さんお母さん
をサポートして地域貢献しませんか？

産前・産後の
お母さんの手助け

こども園や
学童の送迎 一時預かり

など

経験者にインタビュー

どんなことをするの？

やってみてどうですか？

対　　象　子育てを応援したい人、子供が好きな人、空いている時間を有効に使いたい人など
（依頼会員と兼ねることも可能です）

申し込み　窓口または電話
申 込 先　こまつファミリー・サポート・センター（カブッキーランド内）

土居原町10-10　こまつアズスクエア1階　☎58・1212
受付時間　火～土曜日の10時～16時（月曜日が祝日の場合、翌日は休館）
そのほか　登録は無料です。協力会員はセンターで様々な講習を受けます。

援助活動の報酬はセンターにお問い合わせください。

こまつ公民連携デスク▶

佐藤 文洋（小松市出身）
総合政策課担当課長　公民等連携推進担当

小林 太一（山梨県出身）
観光交流課担当課長　小松駅観光交流機能整備担当

　少子高齢化や環境問題への対策、SDGsやゼロカーボン
シティに向けての取り組みなど行政に求められる課題が
複雑化・多様化する中、民間の資源や知恵を最大限に活
用して、行政と共同で新たな社会課題の解決方法を模索
していく取り組みが今後ますます重要になってきます。
　このような社会的背景を踏まえて、この4月に「こまつ
公民連携デスク」を開設しました。企業からの提案や相談
の窓口機能を担い、関係部署と共に課題解決の道筋づく
りを行います。まずは、この「こまつ公民連携デスク」を適
切に運営することが私の役割となります。ふるさとでも
ある小松市の未来のため、スピード感を持って取り組み
ます。

　私の強みは、よそ者であることです。よそ者だからこそ
見える魅力がたくさんあります。小松は石の文化を始め、
子供歌舞伎や九谷焼などの文化や産業が遠い昔から現代
まで連綿と受け継がれ育まれている稀有なまちです。歴史
を振り返る資源やストーリーが今なおしっかりと息づい
ている土地であることに興味を持ち応募させていただき
ました。
　私は、北陸新幹線小松駅開業に伴う観光交流施設の立ち
上げと交流事業の推進・管理の実装を行います。この新し
い玄関口を起点に、より内外がつながり新たな価値を生み
出すために汗を流していきたいです。

け　う

大 型 プ ロ ジ ェ ク ト を強力に推進！

若い力で 大 胆 に チ ャ レ ン ジ ！！
　2024年春の北陸新幹線小松駅開業による交流拡大と、今後の様々な社会課題に公民連携で取り組んでいく2つの大
型プロジェクトを推進するための任期付職員を採用しました。いずれも民間企業の第一線で活躍していた経験とノウ
ハウを最大限に活用して、小松の未来を「明るく、にぎやかに」創り上げていきます。

問い合わせ　人事育成課　☎24・8021問い合わせ　

広報こまつ［2022.6］5 4


